
注：図表において、四捨五入の関係上、合計が一致しない場合があります。



１ 食品産業の景況

景況ＤＩ　（景況ＤＩは、売上高ＤＩ、経常利益ＤＩ、資金繰りＤＩを単純平均して算出）

地域別景況ＤＩ

（注）地域の区分

北海道･･･････北海道 東海･････岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

東北･････････青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 近畿･････滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

北関東･･･････茨城県、栃木県、群馬県 中国･････鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

南関東･･･････埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 四国･････徳島県、香川県、愛媛県、高知県

甲信越･北陸･･新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県 九州･････福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、
鹿児島県 (沖縄県除く）

【実績】

○ 平成27年上半期の景況ＤＩは、前回調査時の26年下半期から11.3ポイント上昇し4.0となった。

【見通し】
○ 先行き27年下半期の景況ＤＩは、さらに4.1ポイント上昇し8.1となる見通し。

景況ＤＩは調査開始後18年間で初のプラス値に、下半期はさらにプラス上昇見通し

【実績】

○ 27年上半期の地域別の景況ＤＩは、10地域すべてが前回調査から3.8～17.7ポイント幅で上昇し、北海

道を除く9地域が0.9～8.9のプラス値となった。
【見通し】
○ 先行き27年下半期の地域別の景況ＤＩは、10地域すべてで0.3～11.0ポイント幅で上昇する見通し。
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DI

（暦年、半期）

景況DI (食品産業） 景況DI (うち製造業）

日銀短観

（全産業・全規模）

日銀短観

（製造業・全規模）

見通し

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

食品産業 ▲ 20.2 ▲ 14.3 ▲ 8.4 ▲ 19.4 ▲ 15.0 ▲ 3.8 ▲ 2.9 ▲ 7.3 4.0(+11.3) 8.1(+4.1)

うち製造業 ▲ 18.9 ▲ 11.7 ▲ 9.3 ▲ 17.2 ▲ 12.2 ▲ 5.0 ▲ 4.9 ▲ 8.2 0.3(+8.5) 8.0(+7.7)

（　）は前回との差

業種別景況ＤＩ

の
輸

仕入価格ＤＩ　（「上昇」の割合から「低下」の割合を引いた値）

【製造業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは8.5ポイント上昇し0.3となった。
○ 27年下半期の景況ＤＩは7.7ポイント上昇し8.0となる見通し。

【卸売業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは22.1ポイント上昇し8.0となった。

○ 27年下半期の景況ＤＩは2.8ポイント低下し5.2となる見通し。
【小売業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは4.3ポイント上昇し16.0となった。

○ 27年下半期の景況ＤＩは1.9ポイント低下し14.1となる見通し。
【飲食業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは5.7ポイント上昇し16.5となった。

○ 27年下半期の景況ＤＩは1.7ポイント上昇し18.2となる見通し。

○ 27年上半期の仕入価格ＤＩは1.9ポイント上昇し63.1となった。
○ 27年下半期の仕入価格ＤＩは9.7ポイント低下し53.4となる見通し。
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見通し

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

製造業 ▲ 18.9 ▲ 11.7 ▲ 9.3 ▲ 17.2 ▲ 12.2 ▲ 5.0 ▲ 4.9 ▲ 8.2 0.3(+8.5) 8.0(+7.7)

卸売業 ▲ 24.6 ▲ 26.5 ▲ 8.5 ▲ 23.4 ▲ 21.8 ▲ 1.1 ▲ 1.6 ▲ 14.1 8.0(+22.1) 5.2(-2.8)

小売業 ▲ 10.4 ▲ 2.0 ▲ 9.8 ▲ 31.1 ▲ 23.9 ▲ 7.5 6.8 11.7 16.0(+4.3) 14.1(-1.9)

飲食業 ▲ 40.5 ▲ 6.5 17.2 4.5 8.4 13.2 5.9 10.8 16.5(+5.7) 18.2(+1.7)

（　）は前回との差

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期
見通し

食品産業 43.2 38.4 35.1 33.1 48.5 64.9 63.8 61.2 63.1(+1.9) 53.4(-9.7)

うち製造業 54.0 52.0 41.8 42.8 58.7 68.3 70.3 70.9 65.6(-5.3) 53.9(-11.7)

うち卸売業 21.7 9.8 22.0 13.7 22.5 57.3 50.4 31.1 54.0(+22.9) 44.9(-9.1)

うち小売業 32.1 21.4 24.6 10.4 38.3 55.4 62.7 63.7 65.3(+1.6) 67.7(+2.4)

うち飲食業 41.8 45.2 39.7 46.6 58.2 74.6 84.1 70.3 82.4(+12.1) 75.4(-7.0)

（　）は前回との差

②



１ 食品産業の景況

景況ＤＩ　（景況ＤＩは、売上高ＤＩ、経常利益ＤＩ、資金繰りＤＩを単純平均して算出）

地域別景況ＤＩ

（注）地域の区分

北海道･･･････北海道 東海･････岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

東北･････････青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 近畿･････滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

北関東･･･････茨城県、栃木県、群馬県 中国･････鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

南関東･･･････埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 四国･････徳島県、香川県、愛媛県、高知県

甲信越･北陸･･新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県 九州･････福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、
鹿児島県 (沖縄県除く）

【実績】

○ 平成27年上半期の景況ＤＩは、前回調査時の26年下半期から11.3ポイント上昇し4.0となった。

【見通し】
○ 先行き27年下半期の景況ＤＩは、さらに4.1ポイント上昇し8.1となる見通し。

景況ＤＩは調査開始後18年間で初のプラス値に、下半期はさらにプラス上昇見通し

【実績】

○ 27年上半期の地域別の景況ＤＩは、10地域すべてが前回調査から3.8～17.7ポイント幅で上昇し、北海

道を除く9地域が0.9～8.9のプラス値となった。
【見通し】
○ 先行き27年下半期の地域別の景況ＤＩは、10地域すべてで0.3～11.0ポイント幅で上昇する見通し。
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（暦年、半期）

景況DI (食品産業） 景況DI (うち製造業）

日銀短観

（全産業・全規模）

日銀短観

（製造業・全規模）

見通し

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

食品産業 ▲ 20.2 ▲ 14.3 ▲ 8.4 ▲ 19.4 ▲ 15.0 ▲ 3.8 ▲ 2.9 ▲ 7.3 4.0(+11.3) 8.1(+4.1)

うち製造業 ▲ 18.9 ▲ 11.7 ▲ 9.3 ▲ 17.2 ▲ 12.2 ▲ 5.0 ▲ 4.9 ▲ 8.2 0.3(+8.5) 8.0(+7.7)

（　）は前回との差

業種別景況ＤＩ

の
輸

仕入価格ＤＩ　（「上昇」の割合から「低下」の割合を引いた値）

【製造業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは8.5ポイント上昇し0.3となった。
○ 27年下半期の景況ＤＩは7.7ポイント上昇し8.0となる見通し。

【卸売業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは22.1ポイント上昇し8.0となった。

○ 27年下半期の景況ＤＩは2.8ポイント低下し5.2となる見通し。
【小売業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは4.3ポイント上昇し16.0となった。

○ 27年下半期の景況ＤＩは1.9ポイント低下し14.1となる見通し。
【飲食業】
○ 27年上半期の景況ＤＩは5.7ポイント上昇し16.5となった。

○ 27年下半期の景況ＤＩは1.7ポイント上昇し18.2となる見通し。

○ 27年上半期の仕入価格ＤＩは1.9ポイント上昇し63.1となった。
○ 27年下半期の仕入価格ＤＩは9.7ポイント低下し53.4となる見通し。
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23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

製造業 ▲ 18.9 ▲ 11.7 ▲ 9.3 ▲ 17.2 ▲ 12.2 ▲ 5.0 ▲ 4.9 ▲ 8.2 0.3(+8.5) 8.0(+7.7)

卸売業 ▲ 24.6 ▲ 26.5 ▲ 8.5 ▲ 23.4 ▲ 21.8 ▲ 1.1 ▲ 1.6 ▲ 14.1 8.0(+22.1) 5.2(-2.8)

小売業 ▲ 10.4 ▲ 2.0 ▲ 9.8 ▲ 31.1 ▲ 23.9 ▲ 7.5 6.8 11.7 16.0(+4.3) 14.1(-1.9)

飲食業 ▲ 40.5 ▲ 6.5 17.2 4.5 8.4 13.2 5.9 10.8 16.5(+5.7) 18.2(+1.7)

（　）は前回との差

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期
見通し

食品産業 43.2 38.4 35.1 33.1 48.5 64.9 63.8 61.2 63.1(+1.9) 53.4(-9.7)

うち製造業 54.0 52.0 41.8 42.8 58.7 68.3 70.3 70.9 65.6(-5.3) 53.9(-11.7)

うち卸売業 21.7 9.8 22.0 13.7 22.5 57.3 50.4 31.1 54.0(+22.9) 44.9(-9.1)

うち小売業 32.1 21.4 24.6 10.4 38.3 55.4 62.7 63.7 65.3(+1.6) 67.7(+2.4)

うち飲食業 41.8 45.2 39.7 46.6 58.2 74.6 84.1 70.3 82.4(+12.1) 75.4(-7.0)

（　）は前回との差

③



販売数量DIと販売価格DI（「上昇（増加）」の割合から「低下（減少）」の割合を引いた値）

　　　３　食品産業の輸出・海外展開の取組み

雇用判断ＤＩ 　(「不足」の割合から「過剰」の割合を引いた値）

【販売数量】

○ 27年上半期の販売数量ＤＩは5.7ポイント上昇し2.4となった。

○ 27年下半期の販売数量ＤＩは10.3ポイント上昇し12.7となる見通し。
【販売価格】

○ 27年上半期の販売価格ＤＩは12.4ポイント上昇し25.4となった。
○ 27年下半期の販売価格ＤＩは1.4ポイント低下し24.0となる見通し。

○ 27年上半期の雇用判断ＤＩは0.1ポイント低下し23.1となった。
○ 27年下半期の雇用判断ＤＩは5.1ポイント上昇し28.2となる見通し。
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23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

販売数量DI ▲ 19.8 ▲ 11.1 ▲ 6.2 ▲ 14.3 ▲ 11.3 1.2 ▲ 2.3 ▲ 3.3 2.4(+5.7) 12.7(+10.3)

販売価格DI ▲ 9.1 ▲ 11.6 ▲ 8.6 ▲ 18.1 ▲ 9.2 10.4 18.7 13.0 25.4(+12.4) 24.0(-1.4)

（　）は前回との差

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

食品産業 ▲ 6.8 ▲ 0.1 ▲ 0.5 2.6 3.1 12.2 14.5 23.2 23.1(-0.1) 28.2(+5.1)

うち製造業 ▲ 6.8 1.0 ▲ 0.8 2.6 2.5 12.3 15.2 21.2 21.5(+0.3) 27.4(+5.9)

（　）は前回との差
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販売数量DIと販売価格DI（「上昇（増加）」の割合から「低下（減少）」の割合を引いた値）

　　　３　食品産業の輸出・海外展開の取組み

雇用判断ＤＩ 　(「不足」の割合から「過剰」の割合を引いた値）

【販売数量】

○ 27年上半期の販売数量ＤＩは5.7ポイント上昇し2.4となった。

○ 27年下半期の販売数量ＤＩは10.3ポイント上昇し12.7となる見通し。
【販売価格】

○ 27年上半期の販売価格ＤＩは12.4ポイント上昇し25.4となった。
○ 27年下半期の販売価格ＤＩは1.4ポイント低下し24.0となる見通し。

○ 27年上半期の雇用判断ＤＩは0.1ポイント低下し23.1となった。
○ 27年下半期の雇用判断ＤＩは5.1ポイント上昇し28.2となる見通し。
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販売数量ＤＩ 販売価格ＤＩ
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23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

販売数量DI ▲ 19.8 ▲ 11.1 ▲ 6.2 ▲ 14.3 ▲ 11.3 1.2 ▲ 2.3 ▲ 3.3 2.4(+5.7) 12.7(+10.3)

販売価格DI ▲ 9.1 ▲ 11.6 ▲ 8.6 ▲ 18.1 ▲ 9.2 10.4 18.7 13.0 25.4(+12.4) 24.0(-1.4)

（　）は前回との差

23年上半期 23年下半期 24年上半期 24年下半期 25年上半期 25年下半期 26年上半期 26年下半期 27年上半期 27年下半期見通し

食品産業 ▲ 6.8 ▲ 0.1 ▲ 0.5 2.6 3.1 12.2 14.5 23.2 23.1(-0.1) 28.2(+5.1)

うち製造業 ▲ 6.8 1.0 ▲ 0.8 2.6 2.5 12.3 15.2 21.2 21.5(+0.3) 27.4(+5.9)

（　）は前回との差
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有効求人倍率雇用判断DI

（暦年、半期）

雇用判断ＤＩ（食品産業） 雇用判断ＤＩ(うち製造業）

有効求人倍率

見通し

設備投資ＤＩ 　(「増加」の割合から「減少」の割合を引いた値）

（注）年途中に行う上半期調査に比べ、年初に行う下半期調査の方が設備投資に対して弱含みの数値となりやすい。

２ 食品産業の商品・製品の志向

○ 設備投資ＤＩ(平成27年上半期時点での平成27年通年の見通し)は、前回調査（26年下半期）より10.2ポ

イント上昇し8.9とプラス値に転じ設備投資環境に回復感がみられる。

「低価格」はさらに減少、「国産」「健康・美容」が増加

○ 食品産業で今後伸びる商品・製品について聞いたところ、「低価格」志向が前回調査（26年下半期）よ

り3.0ポイント減少し20.4％となり引き続き減少傾向にある。

○ 一方で、「味」が31.4％、「簡便」が25.7％と高い水準を維持している。また、「国産」が2.2ポイント

増加し18.0％となり、「健康・美容」が1.4ポイント増加し21.3％と増加傾向が続いている。

○ 食の安全・安心をめぐる出来事の影響も落ち着き、「低価格」という経済性よりも「味」「簡便」「健

康・美容」「国産」という景況感の回復や質的な付加価値、和食のおもてなしなどを意識した商品開発

の方向がうかがえる。
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25下
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26上

(26年）

26下

(27年）

27上

(27）

DI

上段は調査時期、( ）内は見通し年

設備投資ＤＩ（食品産業） 設備投資ＤＩ（うち製造業）

30.1 
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低価格 健康・美容 安全 味 地元産 国産 簡便

（％） 今後伸びる商品・製品の志向 (2つまで回答）

25年上半期 25年下半期 26年上半期

26年下半期 27年上半期

調査時期

(見通し年)

23年上半期

(23年)

23年下半期

(24年)

24年上半期

(24年)

24年下半期

(25年)

25年上半期

(25年)

25年下半期

(26年)

26年上半期

(26年)

26年下半期

(27年)

27年上半期

(27年)

食品産業 ▲ 3.8 ▲ 4.9 3.2 ▲ 1.1 3.3 3.1 3.3 ▲ 1.3 8.9(+10.2)

うち製造業 ▲ 1.2 ▲ 4.1 2.1 0.8 4.2 6.7 7.3 0.1 10.7(+10.6)

（　）は前回との差

⑤



３ 食品産業におけるインバウンド（訪日外国人観光客）への取組み

外国人観光客向けの取組み状況

外国人観光客向けに取り組みたい商品・製品

36.6 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計

製造業

卸売業

小売業

飲食業

既に取り組んでいる 検討又は計画している 検討していないが、関心はある 検討していない

○ 全国の食品関係企業（製造業、卸売業、小売業、飲食業）を対象に、外国人観光客向けの取組み状況

について聞いたところ、6.2％の企業が「既に取り組んでいる」と回答した。これに「検討又は計画

している」8.3％、「検討していないが、関心はある」30.9％を加えた45.4％の企業が外国人観光客

向けの取組みに関心を示す結果となった。

○ 業種別にみると、飲食業（外食）において、「既に取り組んでいる」が29.4％と他業種（製造業6.6％、

卸売業2.8％、小売業5.9％）と比べ、最も外国人観光客向け取組みが進んでいる。

この冊子に使われている紙は、日本の森林を育てるために
間伐材を積極的に使用しています。

○ 「既に取り組んでいる」「検討又は計画している」と回答した企業を対象に、外国人観光客向けに取り

組みたい商品・製品について聞いたところ、「おいしいもの（おいしさ）」との回答が36.6％と最も多

く、次いで「安全性の高いもの（安全）」29.4％、「国産の原材料を使用したもの（国産）」が24.3％

となり、外国人観光客にアピールする「強み」ポイントをどこに置いているかがわかる。

45.4％

食品企業の約半数が外国人観光客への対応に関心

み
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